
害
対
策
本
部
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
施
設
と
し

て
、
防
災
無
線
な
ど
の
設
備
を
区
役
所
と

二
重
化
し
、
情
報
収
集
な
ど
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
な

ど
、
過
去
に
起
こ
っ
た
地
震
を
再
現
し
、

実
際
に
そ
の
揺
れ
を
体
験
し
た
り
、
煙
の

中
で
の
避
難
行
動
な
ど
の
各
種
体
験
や
訓

練
を
通
し
て
、
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
施
設
だ
っ
た
。

公
共
施
設
包
括
管
理
業
務
を
導
入

○
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
に
つ

い
て（
千
葉
県
我
孫
子
市
）

　

我
孫
子
市
で
は
、
提
案
型
公
共
サ
ー
ビ

ス
民
営
化
制
度
の
提
案
で
あ
る
専
門
事
業

者
に
よ
る
公
共
施
設
包
括
管
理
業
務
を
平

成
24
年
４
月
か
ら
導
入
し
、
蓄
積
さ
れ
た

点
検
・
保
守
・
更
新
の
実
績
デ
ー
タ
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
公
共
施
設
の
安
全
確
保

と
と
も
に
財
政
負
担
の
軽
減
お
よ
び
平
準

化
を
目
指
し
た
保
全
計
画
を
平
成
30
年
３

月
に
策
定
し
効
率
的
な
維
持
管
理
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

直
接
的
に
は
施
設
の
所
管
課
が
施
設
を
管

理
し
て
い
る
が
、
新
た
に
立
ち
上
が
っ
た
資

産
経
営
課
が
財
政
面
等
を
は
じ
め
所
管
課
を

支
援
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

〇
ま
と
め

　

防
災
・
減
災
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
つ
い
て
の
状
況
分

析
か
ら
実
際
に
災
害
が
起
き
た
場
合
の
対
策

ま
で
細
部
に
わ
た
り
体
制
整
備
に
努
め
て
い

る
と
感
じ
た
。
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
財
政

力
を
有
す
る
厚
木
市
の
取
り
組
み
を
行
う
こ

と
は
困
難
で
あ
る
が
、
ソ
フ
ト
面
の
よ
り
一

層
の
充
実
、
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

誰
も
が
居
場
所
を
見
つ
け
て
気
軽
に
利

用
で
き
る
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
図
書
館

○
大
和
市
文
化
創
造
拠
点
シ
リ
ウ
ス
に
つ
い

て（
神
奈
川
県
大
和
市
）

　

大
和
市
文
化
創
造
拠
点
シ
リ
ウ
ス
は
、

地
下
１
階
、
地
上
６
階
建
て
、
図
書
館
を

中
心
に
、
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
、
屋
内
こ
ど
も
広
場
が
入
る
複

合
施
設
で
あ
る
。

　

１
階
か
ら
５
階
ま
で
書
架
が
並
び
、
シ

リ
ウ
ス
内
で
あ
れ
ば
、
図
書
館
の
本
は
全

館
ど
こ
で
も
読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

各
階
に
自
動
貸
出
機
を
配
置
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
民
に
の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
も

ら
う
空
間
作
り
を
進
め
、
全
館
で
９
５
０

席
以
上
の
席
を
用
意
し
て
い
る
。
年
間
約

３
０
０
万
人
が
来
館
す
る
新
し
い
ス
タ
イ

ル
の
図
書
館
で
あ
る
。

　

シ
リ
ウ
ス
は
何
と
い
っ
て
も
大
き
い
。

吹
き
抜
け
も
広
く
、
明
る
い
。
本
よ
り
も

空
間
に
目
の
い
く
施
設
で
あ
り
、
図
書
館

を
市
民
の
居
場
所
づ
く
り
と
捉
え
て
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。

高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

体
制
づ
く
り
を
目
指
す

○
介
護
健
診
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て（
茨
城

県
笠
間
市
）

　

笠
間
市
で
は
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
高

齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
体
制

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
介
護
健
診

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
市
が
保
有
す
る
支
援

対
象
者
の
介
護
保
険
情
報
や
見
守
り
支
援

情
報
を
本
人
の
同
意
を
得
た
上
で
、
こ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
関
係
機
関
に

公
開
し
、
情
報
の
共
有
を
図
る
も
の
で
あ

る
。
登
録
者
数
は
約
９
０
０
０
人
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
所
、
医
療
機
関
や
消
防
な
ど
約
80
の

事
業
所
が
参
加
し
、
多
職
種
間
の
連
携
と

情
報
収
集
に
要
す
る
業
務
の
効
率
化
が
図

ら
れ
て
い
る
。

　

笠
間
市
は
、
県
立
中
央
病
院
、
県
立
こ

東京都 北区防災センター

千葉県 我孫子市役所

茨城県 笠間市役所

こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
中
核
病
院
が

立
地
し
、
市
立
病
院
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
医
療
都
市
の

側
面
と
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
と
し
た

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
発
な
福
祉
の
ま

ち
で
あ
る
と
感
じ
た
。

地
域
の
移
動
課
題
の
解
決
に
向
け
た
自

動
運
転
車
両
に
よ
る
公
道
実
証
実
験

○
自
動
運
転
を
核
と
し
た
地
域
密
着
型
モ

ビ
リ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
つ
い
て

（
群
馬
県
桐
生
市
）

　

桐
生
市
で
は
、
地
域
の
移
動
課
題
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
群
馬
大
学

と
株
式
会
社
ミ
ツ
バ
と
の
協
働
で
自
動
運

転
車
両
に
よ
る
公
道
実
証
実
験
を
行
っ
て

い
る
。
令
和
元
年
５
月
に
行
わ
れ
た
実
証

実
験
で
は
自
動
運
転
バ
ス
や
ミ
ニ
バ
ン
な

ど
複
数
の
自
動
運
転
車
両
を
用
い
て
、
市

民
も
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
自
動
運
転
技

術
が
進
み
、
誤
差
２
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と

い
う
高
い
精
度
の
位
置
測
定
を
可
能
と
し

て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
研
究
が
進
み
、
自

動
運
転
技
術
が
新
た
な
移
動
手
段
と
し
て

活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

群
馬
大
学
で
は
、
県
外
で
も
実
証
実
験

を
し
て
お
り
、
機
会
が
あ
れ
ば
三
条
市
で

も
特
に
山
間
部
で
の
自
動
運
転
の
可
能
性

に
つ
い
て
実
証
実
験
を
や
っ
て
も
ら
い
た

い
と
感
じ
た
。

○
ま
と
め

　

今
回
、
所
管
課
長
も
参
加
し
て
の
行
政

視
察
と
な
っ
た
。
議
員
側
か
ら
の
視
点
だ

け
で
な
く
、
行
政
側
か
ら
の
視
点
も
加
わ

り
、
視
察
内
容
が
深
め
ら
れ
た
と
感
じ
た
。

ま
た
、
視
察
先
自
治
体
の
対
応
の
仕
方
な

ど
視
察
テ
ー
マ
以
外
で
も
学
ぶ
べ
き
も
の

が
多
い
行
政
視
察
だ
っ
た
。

市
内
中
小
企
業
の
活
性
化
対
策
と
観
光
振
興
対
策

○
産
業
振
興
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て（
山
形
県
米

沢
市
）

　

米
沢
市
で
は
、
米
沢
市
中
小
企
業
振
興

条
例
や
中
小
企
業
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
市
内
中
小
企
業
の
活
性
化
を

推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
産
学
官
連
携
に
つ

い
て
も
工
業
分
野
に
お
い
て
山
形
大
学
工
学

部
と
連
携
し
、
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
二
ク
ス
を

活
用
し
た
新
た
な
産
業
振
興
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
現
地
視
察
を
行
っ
た
「
ス
マ
ー
ト
未

来
ハ
ウ
ス
」
は
、
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

に
関
す
る
実
証
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
、
設

置
20
年
後
の
住
環
境
を
研
究
す
る
施
設
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
振
興
対
策
に
力

を
入
れ
て
い
る
こ
と
も
市
の
特
徴
の
一
つ
で

あ
る
。
平
成
28
年
度
に
策
定
さ
れ
た
第
３

期
米
沢
市
観
光
振
興
計
画
で
は
、
現
状
と

課
題
を
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
に
よ
っ
て
、
強
み
・

弱
み
・
機
会
・
脅
威
に
分
け
て
分
析
し
、
地

域
ガ
イ
ド
の
向
上
や
よ
り
選
ば
れ
る
観
光
地

米
沢
を
目
指
し
て
い
る
。

市
民・行
政・事
業
所
の
協
力
を
軸
と
し
た
雪
対
策

○
雪
対
策
に
つ
い
て（
秋
田
県
横
手
市
）

　

横
手
市
で
は
、
平
成
30
年
３
月
に
第
２

期
総
合
雪
対
策
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、

第
１
期
の
計
画
を
引
き
継
ぐ
形
と
し
て
、

「
み
ん
な
で
つ
く
る
安
全
、
安
心
な
雪
国
横

手
」
を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。
第
１
期

は
５
カ
年
計
画
で
策
定
し
て
い
た
が
、
第

２
期
計
画
は
令
和
２
年
度
ま
で
の
３
カ
年

と
な
っ
て
お
り
、
来
年
度
に
第
３
期
基
本

計
画
が
で
き
る
予
定
で
あ
る
。
計
画
で
は
、

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
新

規
の
目
標
、
重
点
施
策
を
含
め
、
そ
れ
を

解
決
す
る
た
め
に
施
策
を
行
い
、
検
証
し

て
い
く
と
い
う
形
で
進
め
て
い
る
。
学
校

単
位
の
８
つ
の
地
域
ご
と
に
市
民
委
員
会

で
あ
る
地
域
雪
対
策
連
絡
会
を
つ
く
り
、

意
見
聴
取
を
し
な
が
ら
、
横
手
市
全
市
レ

ベ
ル
の
雪
対
策
協
議
会
と
し
て
進
め
て
い

る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
た
。

〇
ま
と
め

　

産
学
官
連
携
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

市
内
に
は
、
山
形
大
学
、
県
立
米
沢
栄
養

大
学
、
県
立
米
沢
女
子
短
大
の
３
つ
の
高

等
教
育
機
関
が
あ
り
、
県
内
で
の
就
職
は
、

大
学
生
10
・
8
％
、
短
大
生
40
％
の
定
着

率
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
人
材
確
保
の
対

策
に
関
し
て
は
、
効
果
が
発
揮
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
。

　

ま
た
雪
対
策
に
お
い
て
も
、
行
政
支
援
だ

け
で
な
く
、
地
域
住
民
同
士
の
協
力
が
欠
か

せ
な
い
た
め
、
市
民
、
行
政
、
事
業
所
が
一

体
と
な
っ
て
雪
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

三
条
市
の
雪
対
策
も
、
一
体
化
に
向
け
て
の

再
構
築
・
協
力
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

　

な
お
、
初
日
に
予
定
し
て
い
た
福
島
県

白
河
市
に
つ
い
て
は
、
台
風
19
号
の
影
響

に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
。

群馬県 桐生市役所

山形県 米沢市役所

秋田県 横手市役所

　
　
　
　
　
　
　
　

 

外
観　
　
　

自
動
貸
出
機

神奈川県 大和市文化創造拠点シリウス

15 さんじょう市議会だより／Ｎｏ .35 14さんじょう市議会だより／Ｎｏ .35

市
民
福
祉
常
任
委
員
会
　 

令
和
元
年
10
月
23
日
～
25
日

◎
小
林　

誠
、
○
酒
井　

健
、
阿
部
銀
次
郎
、
森
山　

昭
、
笹
川
信
子

経
済
建
設
常
任
委
員
会
　
令
和
元
年
10
月
30
日
～
11
月
１
日

◎
山
田
富
義　

○
坂
井
良
永
、
佐
藤
和
雄
、
武
石
栄
二
、
横
山
一
雄
、
長
橋
一
弘


